
 

２０２５年１０月１５日 

ＳＯＭＰＯ美術館 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

損害保険ジャパン株式会社 

 

ＳＯＭＰＯ美術館 開館５０周年記念事業の開催について 

～「美術・新宿・ココロの再発見。」をテーマに、記念展覧会、地域連携企画などを展開～ 

 

ＳＯＭＰＯ美術館（所在地：東京都新宿区、館長：西脇 芳和、以下「当館」）は、１９７６年に開館し２０２６年には、

開館５０周年という大きな節目を迎えます。これを記念し、日頃のご支援に感謝を込めまして、２０２６年１月から２０

２７年２月末までの約１年２か月にわたり、「美術・新宿・ココロの再発見。」をテーマとした記念事業を開催します。本

事業では、５０年の歴史を振り返りながら、未来に向けた新たな一歩を踏み出すべく、５つの記念展覧会に加え、地域と

連携した多彩な企画やオリジナルグッズの展開を予定しています。 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社（グループＣＥＯ取締役代表執行役社長：奥村 幹夫）および損害保険ジャパン株

式会社（代表取締役社長：石川 耕治）は、文化・芸術を通じた「真の感動」と「こころのゆたかさ」を社会へ届けるべく

美術館を設立し、多くの方に本物の芸術に触れる機会を提供してきました。これからもＳＯＭＰＯのパーパス「“安心・

安全・健康”であふれる未来へ」の実現に向けて、文化と芸術を通じたコミュニティや社会への貢献に取り組んでいきま

す。 

 

 

 

１． 記念ロゴマーク  

 

コンセプト：時代を超えて美と自由を忘れずに歩みたい 

 当館は「美術がもたらす心の自由を大切にしたい」というメッセージを込めて、２０１

４年より東郷青児の作品《超現実派の散歩》をモチーフにしたロゴマークを使用していま

す。 

 このたび、開館５０周年を迎えるにあたり、記念ロゴにおいても、心の自由を象徴する

《超現実派の散歩》をシンボルに採用しました。次の５０年も美と自由の大切さを忘れず

に歩み続けたい、という想いを込めています。 

 

 

  



 

２．記念展覧会 

 記念事業期間中、５つの記念展覧会を開催し、多様な視点から美術の魅力を発信します。 

 

①モダンアートの街・新宿 ２０２６年１月１０日（土)～２月１５日（日) 

 ＳＯＭＰＯ美術館が所在する新宿に焦点を当てて日本近代美術の流れをたどります。 

 

 

 

 

 

 

松本竣介《立てる像》１９４２年 油彩・カンヴァス 神奈川県立近代美術館 ©上野則宏 

 

②ウジェーヌ・ブーダン展 ２０２６年４月１１日（土)～６月２１日（日)   

 「印象派の先駆者」と呼ばれる画家ウジェーヌ・ブーダン（１８２４-１８９８）の、日本では約３０年ぶりとなる展

覧会です。 

 

ウジェーヌ・ブーダン《ヴェネツィア、サン・ジョルジョ・マッジョーレ》１８９７年頃 

油彩・板 ランス美術館 Reims, Musée des Beaux-Arts (inv. 907.19.38) © Christian 

Devleeschauwer 

 

 

③山口華楊展(仮称) ２０２６年７月１１日（土)～８月３０日（日)    

 ＳＯＭＰＯ美術館が収蔵する日本画家山口華楊（１８９９-１９８４）の代表作３点を中心として、初期から晩年まで

の画業を通覧します。 

 

 

 

 

 

山口華楊《幻化》１９７９年 紙本彩色 ＳＯＭＰＯ美術館 

 

④生誕１５０年 アルベール・マルケ展(仮称) ２０２６年９月２２日（火)～１２月１３日（日)   

 フランス近代絵画の巨匠アルベール・マルケ（１８７５–１９４７）の生誕１５０年を記念して、日本では３５年ぶり

に開催される回顧展です。 

 

 

アルベール・マルケ《ル・アーヴル、港湾》１９０６年 油彩・カンヴァス 

アンドレ・マルロー近代美術館、ル・アーヴル 

Le Havre, musée d’art moderne André Malraux © MuMa Le Havre / Charles Maslard 

 



 

 

⑤生誕１３０年 東郷青児展(仮称) ２０２７年１月９日（土)～２月２１日（日)    

 ＳＯＭＰＯ美術館設立に大きく貢献した画家東郷青児（１８９７-１９７８）の生誕１３０年を記念する回顧展を開催

します。 

 

 

 

 

 

東郷青児《レダ》１９６８年 油彩・カンヴァス ＳＯＭＰＯ美術館 

 

 

３. 連携・協業プロジェクト 

 当館は、５０周年記念オリジナルグッズや、近隣店舗とタイアップした新宿に縁のある商品などのコラボグッズを展

開していきます。また、美術館の中だけでなく、新宿の街でも楽しんでいただけるイベントやキャンペーンを企画中で

す。詳細は特設ページにて順次公開します。 

＜ご協力店舗・施設（予定)＞ 

新宿高野、新宿文化センター、但馬屋珈琲店、中村屋、明山茶業 

※ほか、決定次第、特設ページにて公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和20年に新宿で創業した但馬屋珈琲店とコラボしたドリップバッグコーヒーや 

ゴッホ《ひまわり》をモチーフにしたてぬぐいなど、多彩なラインナップで展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．特設ページのご案内 

 本記念事業の最新情報や詳細については、下記特設ページにて随時更新していきます。  

 https://www.sompo-museum.org/50th/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＳＯＭＰＯ美術館について＞ 

館 長：西脇 芳和 

所在地：〒１６０-８３３８ 東京都新宿区西新宿１-２６-１ 

開 館：１９７６年７月 

概 要：安田火災海上保険（現・損保ジャパン）が本社ビル建設の折、４２階に美術館を開設、運営団体として安田

火災美術財団（現・ＳＯＭＰＯ美術財団）を設立し、当時同社と縁のあった東郷青児よりコレクションの提

供を受け、「東郷青児美術館」として開館した。１９８７年にゴッホ《ひまわり》がコレクションに加わり、

アジアで唯一ゴッホの《ひまわり》を鑑賞できる美術館として親しまれている。２０２０年４月、館名を

「ＳＯＭＰＯ美術館」に改め、同年７月に隣接する敷地内に建設された地上６階建ての美術館に移転。西洋

絵画から現代アートまで幅広いテーマでの“個性的で魅力的な展覧会”を年５回ほど開催している。２０２

５年８月２９日（金)に累計入館者数７００万人を達成した。 

 

＜ＳＯＭＰＯ美術財団のパーパス＞ 

安心・安全で信頼される美術館として 芸術文化で心豊かな社会をつくり芸術文化を未来へつなぐ 

［社会に提供する３つの価値］ 

多様性のある人材やつながりにより、芸術文化の今と未来をつくる力を育む 

身近な美術鑑賞の場の提供により、人々の感性と知的好奇心を刺激する 

《ひまわり》をはじめとするコレクションを守り、活動成果とともに未来に残す 

 

 

 

 

 

 

■本件に関するお問い合わせ先■ 

ＳＯＭＰＯ美術館 広報事務局(ウインダム内) 

〒１０３－００１４  東京都中央区日本橋蠣殻町２－１４－１１ 鴨下ビル２階 

TEL : ０３－６６６１－９４４７  FAX : ０３－３６６４－３８３３ 

e-mail : sompo-m-pr@windam.co.jp 

https://www.sompo-museum.org/50th/

